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シンポジスト等略歴 
 
 

【全体説話】 
室﨑益輝（むろさき よしてる） 神戸大学名誉教授・減災環境デザイン室顧問・地区防災計画学会会長 

1944 年生まれ。京都大学博士（工学）。神戸大学都市安全研究センター教授、消防研究所理
事長、関西学院大学災害復興制度研究所長、兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科長等を
経て現職。日本火災学会会長、日本災害復興学会会長、地区防災計画学会会長、消防審議会
会長、ひょうごボランタリープラザ所長、日本防災士会理事長等を歴任。 
 

 
【シンポジウム①】 
生田英輔 （いくた えいすけ） 大阪公立大学都市科学・防災研究センター／現代システム科学研究科教授 

1976 年兵庫県生まれ。大阪市立大学博士（学術）。専門は居住安全工学。大阪市防災会議専門
部会委員、大阪市市民活動推進審議会委員、地域安全学会理事、日本生理人類学会評議員、地
区防災計画学会幹事等を歴任。 
 

 
磯打千雅子（いそうち ちかこ） 香川大学 IECMS 地域強靭化研究センター准教授 

岐阜県生まれ。香川大学博士（工学）。香川大学危機管理研究センター特命准教授等を経て現職。
専門分野は、地域防災、危機管理、事業継続計画（BCP）、地域継続計画（DCP）。香川県防災
会議委員、内閣府地区防災計画制度有識者懇談会委員、地区防災計画学会理事等を歴任。 
 
 
 

加藤孝明（かとう たかあき） 東京大学生産技術研究所教授／社会科学研究所特任教授 
1967 年生まれ。東京大学博士（工学）。東京大学工学部総合試験所助手、東京大学大学院工学
系研究科都市工学専攻助手、助教、准教授等を経て 2020 年より現職。専門は、地域安全シス
テム学、まちづくり、都市計画。地区防災計画学会理事、地域安全学会理事、日本災害復興学
会理事等を歴任。 
 
 

酒井明子（さかい あきこ） 福井大学名誉教授 
石川県生まれ。大阪大学博士（人間科学）。専門分野は地域防災、危機管理、災害心理。日本
災害看護学会理事長。内閣府個別避難計画アドバイザーボード委員、内閣府被災者支援のあ
り方検討会委員など。 
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澤田雅浩（さわだ まさひろ） 兵庫県立大学大学院減災復興政策研究科准教授 
1972 年広島生まれ。1994 年慶應義塾大学環境情報学部卒。2000 年慶応義塾大学大学院政策・
メディア研究科後期博士課程単位取得退学。博士（政策・メディア）。長岡造形大学建築・環
境デザイン学科准教授等を経て現職。専門は、都市計画、都市防災。内閣府地区防災計画アド
バイザリーボード委員、日本災害復興学会理事、地区防災計画学会幹事等を歴任。 
 

 
中世古二生(なかせこ  つぎお)  岐阜県立看護大学地球環境論非常勤講師 

1953 年生まれ。名古屋大学修士（環境学）、三重大学大学院博士後期課程修了。元三重県大紀
町防災安全課課長。地区防災計画学会会員。専門は、地域防災。 
 
 
 

 
【モデレーター】 
西澤雅道（にしざわ まさみち） 元 福岡大学法学部准教授 

1973 年生まれ。中央大学法学部卒。内閣官房、内閣府、総務省等で勤務。東日本大震災後に
地区防災計画制度の企画立案を担当。地区防災計画学会会長代理。主な著書は『地区防災計画
制度入門』（NTT 出版・2014 年）。 
 
 

 
 

【シンポジウム②】 
石塚裕子（いしづか ゆうこ） 大阪大学大学院人間科学研究科講師 

大阪大学博士（工学）。技術士（都市および地方計画）。日本福祉のまちづくり学
会副会長。専門はまちづくり、バリアフリー計画学。主な著書に『誰もが〈助か
る〉社会』（共編著・新曜社・2021 年）。 
 
 
 

 
大津暢人（おおつ のぶひと） 総務省消防庁消防研究センター主任研究官／神戸大学大学院工学研究科客員准教授 

1979 年生まれ。博士（工学）。神戸市消防局在職時に、同市における地区防災計画作成事業
の制度設計に携わった。2017 年より現職。専門は、地域減災計画。著書に『映画に学ぶ危機
管理』（共著・晃洋書房・2018 年）。 
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北村弥生（きたむら やよい） 長野保健医療大学特任教授 
1961 年生まれ。東京大学博士（医学）。ハーバード大学（比較動物学博物館）ポスドク、自治
医大助手(解剖学)、国立障害者リハビリテーションセンター研究所室長を経て 2021 年より現
職。専門は保健学、国際障害統計。障害者の災害準備の研究では、南池袋二三四町会防災部長
として実践活動にも関わる。 
 
 

近藤誠司（こんどう せいじ） 関西大学社会安全学部教授 
1972 年生まれ。京都大学・博士（情報学）。日本放送協会（NHK）のディレクターを約 20 年
勤めたのち、関西大学社会安全学部助教、准教授を経て 2022 年より現職。専門は、災害情報
論。日本災害情報学会理事、日本災害復興学会理事、社会貢献学会理事。 
 
 
 

鈴木猛康（すずき たけやす） 山梨大学名誉教授 
1956 年京都府生まれ。東京大学工学博士。山梨大学地域防災・マネジメント研究センター長

（教授）を経て現職。専門は地域防災、リスクコミュニケーション、ICT 防災など。山梨県防災
体制のあり方検討委員会委員長、強靭化計画有識者会議座長、特別非営利活動法人防災推進機
構理事長、次世代安心・安全 ICT フォーラム会計監査役、地区防災計画学会幹事等を歴任。 
 

 
田中耕司 （たなか こうじ） 大阪工業大学工学部教授 

1968 年大阪府生まれ。博士（工学）、技術士（総合技術監理、建設、応用理学）。専門は主に
河川工学。コンサルタントで治水利水計画、防災情報システム、国、地方自治体の防災計画等
の業務に 25 年間従事。2018 年から大阪工業大学工学部都市デザイン工学科に赴任。 
 
 
 

 
【モデレーター】 
矢守克也（やもり かつや） 京都大学防災研究所教授・地区防災計画学会副会長 

1963 年生まれ。大阪大学博士（人間科学）。専門は、社会心理学、防災心理学。現在、地区防
災計画学会副会長、日本災害復興学会会長、自然災害学会理事・評議員、国際総合防災学会理
事、日本質的心理学会理事、日本グループ・ダイナミックス学会理事などをつとめる。 
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【総合司会】 
西田佳弘（にしだ よしひろ） 大阪公立大学 UReC 特別研究員（関西情報センターシニアエキスパート） 

1960 年生まれ。関西大学大学院工学研究科修士課程修了。地区防災計画学会幹事。内閣府の
地区防災計画策定支援モデル事業、地区防災計画作成支援業務等を担当。著書に『土砂災害
に備える地区防災計画』第 2 部第 4 章（共著・ブイツーソリューソン・2021 年）、『地区防災
計画学の基礎と実践』第Ⅱ部第 7 章（共著・弘文堂・2022 年）。 
 

 
坊農豊彦（ぼうの とよひこ） 大阪公立大学 UReC 特別研究員（関西情報センターチームリーダー） 

1964 年生まれ。日本大学大学院総合社会情報研究科博士前期課程修了。修士（国際情報）。
パナソニックグループを経て現職。地区防災計画学会幹事・事務局次長、日本国際情報学会
理事、堺市北区政策会議委員等を歴任。 
 
 

 
金 思穎（きん しえい） 専修大学人間科学部兼任講師（福岡大学非常勤講師） 

専修大学博士（社会学）。日本学術振興会特別研究員（DC2）を経て現職。2014 年度地区防災
計画学会奨励賞、2016 年度同論文賞を受賞。地区防災計画学会幹事・青年部長。主な著書は

『防災の法と社会―熊本地震とその後』（信山社・2018 年）。 
 
 


